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利賀検定林10年間の生長について

八川久*'，沢田隆司*２
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3）Ｏｎｔｈｅｗｈｏｌｅ,therewasapositivecorrelationinheight,ＤＢＨａｎｄｂａｓａｌｂｏｗｉｎｇ,anda

negativecorrelationbetweenｔｈｅｆｏｒｍｅｒｔｈｒｅｅｉｔｅｍｓａｎｄｔｈｅｄｅａｔｈpercent．

利賀村検定林（標高800～870ｍ)において10年生スギ１８品種（実生３品種，さし木１５品種）の生育

状況について検討した。その結果次のようなことが明らかになった。

１）魚津採種園産実生，小原天然林産実生，新潟産実生はそれぞれ生長が良く，さし木品種では栗当

さし木，カワイダニが良かった。２）利賀産のさし木品種の中で栗当は最も生長が良く，酒井スギは

ほぼ平均値を示した。北田スギは平均値を下回った。３）樹高，根元径，胸高直径，傾幹幅の大きい

品種は枯損率が小さかった。

｜、はじめに

一般に，林業者がそれぞれの住んでいる地域のス

林から，優良な親木を選び造林することは，昔かギ林から，優良な親木を選び造林することは，昔か

ら行われてきたことである。そして，これを繰り返

すことにより，その地域にあった適応性の高い品種

(たとえば，生長が著しく優れている,造林後の諸被

害に対して安全性が高い，材が各自の目的とする質

を持つ等）を創り出してきた。我々は，それらの品

種を総称して地スギと呼んでおり，富山県内にも多

くの地スギと称される品種が存在している3》。

＊１林業試験場

＊２企画管理部

戦後，スギの拡大造林の推進に伴って，地域外か

らの苗木の導入が行われるようになった。これら導

入されたスギがその土地に適応して成林していくか

どうか，また，地スギと比較してどのように生長す

るかについて検討するために，当場では1977年に利

賀村に品種別の試験地を設定した。その後10年間を

経過したので，各品種の生長などの結果を報告する。

この調査を実施するにあたって協力していただい

た窟山県林業試験場の職員各位に謝意を表する。
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2.調査地と調査方法

1977年10月中旬に.高山県東砺波郡利賀村の入谷

地内に検定林を 1ha設定した。検定林は標高

800-870m，斜度20-25。の西~西北西向き斜面に

位置し.土壌型は.Bo-Bo(dl型である。平均年最

大積雪深は2.5mを越え.56豪雪時には4.3mの積

雪を記録しており，豪雪地帯に属する。

植栽した品種は実生3品種(魚津採種園産実生.

小原天然林産実生.新潟産実生)きし木15品種(利

賀地スギ，宮島の地スギ，県外産)である。調査は，

植栽時と 6年生時に当たる1983年と10年生時に当た

る1987年に行い，植栽時には樹高と根元径を. 6年

目は樹高と根元径と胸高直径を， 10年目は樹高と胸

高直径および傾幹帽を測定した。植栽本数はha当

り2500本， 13品磁については泌植， 8品種について

は列植として別区画に植えた。列植区は2区画あリ，

それぞれ5品種と 3MI秘植栽されている。小原天然

林産実生，魚津採磁国産実生，三尾8号の3品種は

i昆植区と列植区 lの2筒所に植栽した。調査地の位

置については図ー lに.植栽品種の内訳.測定結果

等については表ー lに示すとおりである。枯担率に

ついては.縞栽時の本数に対して， 6年目， 10年目

の樹首i測定本数を比較して求めた。

3.調査結果と考察

全体をとおして，実生がさし木品種に比べて生長

が良いことがわかる。また さし木品種では栗当さ

し木やカワイダニスギの生長が良¥;¥ 0 個々の測定項

目等を見ながら.各品磁の生長状況について具体的

に検討してみる。

3.1 混植区

まず樹高を見ると. 6年生時のきし木全体の平均

が188.6cmであるのに対して，実生全体の平均が

241.0cm. 10年生時ではさし木が292.9cmに対して，

実生が385.7cmと，実生とさし木の生長の差がはっ

きりと表れている。最も樹jt'.'j生長の良い品種は小原

天然林産実生(10年目が388.3cm)である。また.魚

津採種園産実生も小原産実生とほぼ同様の生長をし

ている(10年目.382.9cm)。さし木では.カワイダ

ニが最も良L、(10年目， 361. 7cm)が，小原天然林産

実生と比較すると有意差があり，やや低い。一方.

樹高の低い品種は，三尾8号(10年目， 231.2cm)， 
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白川 3号(10年目， 250.9cm)，向|瑚 1サ(10年目.

261.9cm)，町、牧7号(10年目， 271.8cm)などがあげ

られる。小原天然林産実生と三尾8号の樹高差は10

年目で157.1cmにもなる。

根元径(6年目測定) 胸尚直径(10年目測定)の

大きい品種は，小原天然林産実生(6年目7.1cm，10 

年目6.5cm)，魚津採種凶産実生(6年目6.9cm，10 

年目6.6cm)，小原 5号(6年目5.3cm，10年目5.1

cm)で，小さい品種は.三尾8号(6年目4.0cm，10 

年目2.7cm)，白川 3号(6年目4.4cm，10年目3.4

cm) ，原牧7号(6年目4.9cm，10年目3.7cm)，など

があげられる。なお，実生の平均恨元径は7.0cm，さ

し木は5.1cm，実生の平均胸尚夜径は6.6cm，さし

木は4.2cmである。

傾幹幅の大きい品種には，小限天然、林産実生 00

年目89.6cm)，魚、法保積凶産実生(10年f:l85.3cm)， 

利賀酒井スギ(酒井勘太郎氏提供， 10年目73.4cm)

などがあげられる。小さい品積では.三尾8号(10

年目41.4側)，白川 3号(10年目46.1cm) ，向問 1号

(10年目50.3cm)というものがあげられる。また，実

生の平均傾幹幅は87.5cm さし木の平均{頃幹幅は

61.6cmである(10年目)。

実生は，樹高生長が良<，胸向直径も大きく， {頃

幹幅も大きい。また，利賀の地スギについては.酒

井スギはいずれの測定項目についてもほぼ平均値に

近い値になっているのに対して北111スギは多くの項

目で平均値を下凶る依になっている。



表一 l 利賀検定林測定結果

植栽区分 本 数J) 樹 高(cm)
根元 胸高

傾幹幅(cm) 枯損率(%)2)
JA 純 産地 径(cm) 直径同

年数 植栽時 6年生 10年生 6年生 10年生 6年生 10年生 6年生 10年生 6年生 10年生

小原天然林産実生 富山.大山町 98 92 91 243.3 388.3 7.1 6.5 53.3 89.6 6.1 7.1 

魚津採取l副産実生 富山，魚津市 101 87 84 238.4 382.9 6.9 6.6 50.9 85.3 13.9 16.8 

カワイダニ 石川，羽咋 98 95 95 217.7 361.7 5.4 5.1 39.1 68.1 3.1 3.1 

小原5号 富山，大山町 75 71 69 203.2 331.0 5.3 5.1 38.7 69.7 5.3 8.0 

利賀柄-tt:スギ 富山.利賀村 101 94 91 196.7 311.2 6.3 5.0 39.7 73.4 6.9 9.9 

小原 15号 高山.大山町 91 75 70 199.8 300.8 5.3 4.5 38.5 72.2 17.6 23.1 

i品納区 長水7号 長野 92 77 74 194.3 292.9 5.0 4.4 33.6 59.7 16.3 19.6 

長水 15号 長野 93 76 66 190.6 288.1 4.7 4.3 28.4 54.4 18.3 29.0 

利1t ~tlll スギ î~山.手IJfi村 95 80 76 169.4 279.6 5.1 4.0 31.0 65.4 15.8 20.0 

原牧7号 富山.小矢部市 90 76 70 177.1 271.8 4.9 3.7 30.1 65.1 15.6 22.2 

高岡 l号 高山.高岡市 95 74 59 181.4 261.9 4.3 3.8 29.8 50.3 22.1 37.9 

白1113号 品H誌 88 65 59 177.3 250.9 4.4 3.4 27.1 46.1 26.1 33.0 

三尾8号 砧山，氷見市 96 76 69 157.7 231.2 4.0 2.7 23.1 41.4 20.8 28.1 

i見附区全平均 197.6 309.6 5.4 4.7 36.4 66.3 14.4 19.8 

小原天然林産実生 富山.大山町 69 59 58 218.1 380.0 6.2 6.4 48..6 89.6 14.5 15.9 

栗当さし木 富山，利町村 76 74 60 221. 7 372.1 6.7 6.6 46.0 87.3 2.6 9.2 

列帥:区 l 魚津掠般I副産実生 i:¥山.魚津市 78 77 71 203.8 367.3 6.0 6.3 48.2 90.7 1.3 9.0 

新潟産実生 新潟 101 95 93 212.1 358.1 6.2 5.8 52.5 95.2 5.9 7.9 

三尾8号 t;~ 山 . i}(見市 83 70 62 145.2 228.7 3.3 2.8 16.4 38.8 15.7 25.3 

ダIJM区 1 全平均 200.7 342.8 5.7 5.6 43.2 81.7 7.9 15.5 

高坂 10号 高山.小矢部市 126 (58) (44) 174.0 259.7 3.7 3.3 29.4 47.8 一 一
列航区2 高坂7号 宮山，小矢部市 23 (10) (10) 169.1 236.9 3.8 2.9 27.9 50.0 一 一

高坂2号 富山.小矢部市 49 34 33 143.2 223.4 3.3 2.3 29.5 44.3 30.6 32.7 

列航区 2 全平均 163.2 313.6 3.6 2.9 29.3 46.7 一 一
検定林全平均 196.1 313.6 5.4 4.8 37.6 68.9 一 一

1 )樹高を測定した木の本数

~ 2)高坂7号， 10号は測定不能木があり.正確な本教ははっきりしないので.高坂7号， 10号，列梢区2，検定林.全平均の柑i!Il率は除〈
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3.2 列植区 l

樹高生長は，大きいもの4品積(小原天然林産実

生.菓当さし木，魚津採種園産実生.新潟産実生)

と小さいもの1品種(三尾8号)に大別できる。大

きいもの4品種の平均樹高は367.9cmである。実生

は3品種ともに樹高生長が良<，栗当さし木は，さ

し木の中では特に生長が良い。なお，実生の平均樹

高は366.7cmである。

根元径(6年目測定)，胸高直径(10年目測定)に

ついても樹高生長の傾向と同様である。大きいもの

4品種の平均胸高直径6.2cm，実生の平均胸高直径

6.1cmである。

傾幹幅も同様の傾向を示す。大きいもの4品種の

平均傾幹幅91.2cm ，実生の平均傾斡隔92.3cmである。

利賀の地スギについては.菜当さし木は小原天然、

林産実生についで生長が良<，さし木の中では初期

生長が良いといえる。

なお，魚津採種国産実生.小原天然林産実生.三

尾8号はj昆植区と列植区1の両方に植栽された。 6

年時には少し差があったものの， 10年間を通してみ

ると植栽区の違いによる有意差は認められなL、。し

たがって，この時点で植栽方法や立地による違いは

なかったといえる。

3.3 列植区2

樹高生長については.高坂10号.高坂7号.高坂

2号の/1頂に並ぶが， 10号と 7号には有意差はなく.

10号と 2号には有意差がある。胸高直径も樹高とほ

ぼ同じ傾向がある。高坂スギ3品種は他の品種と比

較して10年聞の生長はあまり良くないといえる。

3.4 利賀村地元産のスギの比較

この検定林には地元利賀村産のスギとして.北EfI

スギ(北国鉄蔵氏提供)，酒井スギ(酒井勘太郎氏提

供)，栗当さし木の3品種が植栽きれている(3本と

もトガセンポンダチスギと呼ばれる品極である)。生

長は 6年目， 10年目の測定結果ともに，栗当さし

木，酒井スギ.北田スギの順となる。

栗当さし木は検定林全体を通しでも生長が良<， 

枯損率も低い。酒井スギは枯損率が低<，その他の

測定項目の値は平均に近い。北田スギは枯損率がほ

ぼ平均的であるがその他の測定項目は平均よりも低

< ，特に樹高生長が低くなっている。
これらの結果から現在のところ利賀の地スギの中
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では架当さし木が最も生長が良いことがわかる。

3.5 枯損状況について

この地方は積雪が大変多いので雪苦心強L、品種を

選定することが必要であると忠われる。測定本数が

回を追うごとに少なくなるのは枯捌によることが大

きく.その主な理由は雪圧によって幹折れが生じた

ためと考えられる。したがって.枯損率の大小は雪

害・の大小と考えてもよ1，.'0ただし.高坂7号と高坂

10号については一部に測定できない場所があり，枯

損率の考察からは除外した。

枯損率は.品種によってばらつきがある。検定林

全体を通して枯損率の高い品種は，高岡 1号(10年目

37.9%) ，白JlI3号(10年目33.0%)，高坂2号(10年

目32.7%)などで，枯損率の低い品種は.カワイダニ

10年目3.1%)，小限天然林産実生 (a~ftI'(IR ，10年目7.1

%)，新潟産実生(10年目7.9%)，などである。全体

に実生の枯損率はやや低い。

樹高と枯損率，傾幹幅と枯UI率の関係については

それぞれ図-2，図-3に示す。

4.全体を通しての考察

実生3品種の中で新潟産(通称ニイガタスギ)は

他の実生に比べ樹高がやや小さく傾幹幅がやや大き

いものの.比較的良い生長を示している。これまで

富山県内ではニイガタスギは結実が多<，ニイガタ

スギを用いたために多くの不成績造林地が生じたと

いわれているぺしかし.当検定林の結果お・よひ・魚

津市三ケ検定林の結果を見る限リにおいてはl.il

県内産の実生と大きな差はなく.適地にさえ造林す

れば十分成林すると考えられる。県内のスギ不成績

造林の原因はこれまでいわれているようにニイガタ

スギを用いたことが原因ではなく.不適地に造林し

たことが最大の原因であったと考えられる。

また.魚津採種国産苗は，林木育秘事業の一貫と

して魚津採種闘が造成され.そこで生産された種子

を用いて養前された最初の苗である。当初，魚津採

随国産苗は，寄形が生じるのではないか，これまで

用いられてきた天然林産の首よりも生育が悪いので

はないか.というような多くの疑問が提起された。

しかし.この次代検定林の結果から判断する限りに

おいては.小原天然林産前と樹高生長および傾幹幅

はほとんど変わらないといえる。



400０ ３００

樹高（c、）

図－２１０年目の樹高と枯批率の関係

5）

4０ 4０
●

2４

０２

１

柚
捌
率
％Ｉ

枯

批

率２０

(％）

●●

室、;;、
●

●

０

２４～２９，１９８４

７）一：スギ根元曲がりの形成機構と制御方

法に関する研究．富山県林試研報第12号，

６５～71,1987

8）安田洋･阪上俊郎：タテヤマスギ若齢林の養

分現存通．富山県林試研報第10号，１～15,

1984

6）

リョウワスギ，ミオスギ，カワイダ

５０ １００

傾幹幅（c、）

１０年目の傾幹幅と枯撹率の関係

０

図－３

害調査の結果6》から，標高が高くなるほど，スギ林

分の造成には不利になることが明らかにされてい

る。この検定林は標高が800～870ｍで，植栽後10年

を経過し，生長の良い実生でも樹高が４ｍ弱であ

ることを考えると，決してスギの造林適地とはいえ

ない。ただし，この地帯であえてスギの造林を行う

とすれば，現時点では実生およびさし木苗では地ス

ギの栗当が有利である可能性は大きい。しかし，リ

ョウワスギ，ミオスギ，カワイダニスギの３品種を

比較した場合，初期生長が悪かったリョウワスギ

が，約40年後にはカワイダニスギを抜いてしまう例

が報告されているs)ように，各品種の生長は特性を

見極めるにはまだかなりの年月が必要であろう。

栗当さし木，カワイダニスギはさし木品種の中で

は特に良い生育を示し，枯損率も少なく，今後も順

調な生育が期待される。しかし，豪雪地帯に属する

束種検定林ではさし木品種は実生に比べ著しく枯

損率が高かった7)。多雪･豪雪地帯に設定された富山

県内の次代検定林の結果を見ると，さし木品種は実

生に比べ著しく折損などの被害が多い。この次代検

定林では実生も含めてまだ積雪を抜け出すまでには

至っていないので，今後さらに雪害等の被害が増加

することが予想される。

特殊な施業をせずに十分な蓄積の林分を造成する

には，土壌条件が良く，雪害等の被害の少ない場所

を選ぶ必要がある。当場で行った林分生産力2)8)や雪
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